
　

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
の
始
ま
り
は
、

中
京
圏
へ
の
人
口
、産
業
の
集
積
が
急
速
に
進

み
、都
市
勤
労
者
に
対
す
る
住
宅
不
足
が
顕
在

化
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、愛
知
県
が
昭
和
35

年
に
策
定
し
た「
愛
知
県
地
方
計
画
」に
名
古

屋
大
都
市
圏
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

を
掲
げ
た
こ
と
か
ら
で
す
。こ
れ
と
並
行
し

て
、日
本
住
宅
公
団（
現
・
都
市
再
生
機
構
）で

も
中
京
圏
の
大
規
模
開
発
適
地
の
検
討
を
進

め
て
お
り
、昭
和
35
年
10
月
に
高
蔵
寺
地
区
を

開
発
地
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。高
蔵
寺
地
区

が
選
定
さ
れ
た
の
は
、開
発
予
定
地
区
内
に
国

有
地
あ
る
い
は
県
有
地
を
多
く
含
ん
で
い
た

こ
と
、近
く
を
通
る
国
鉄（
現
・
Ｊ
Ｒ
）中
央
本

線
の
複
線
化
工
事
が
進
み
、電
化
の
計
画
が
あ

り
、名
古
屋
市
中
心
へ
の
輸
送
力
が
確
保
で
き

る
こ
と
、開
発
予
定
地
区
一
帯
が
ゆ
る
や
か
な

丘
陵
地
で
、ま
と
ま
っ
た
住
環
境
が
確
保
で
き

る
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
で
し
た
。し
か
し
、

最
大
の
決
定
要
因
は
、安
定
し
た
水
源
が
確
保

で
き
る
こ
と
で
し
た
。こ
の
時
期
、開
発
予
定

地
内
に
愛
知
県
が
水
利
権
を
有
す
る
愛
知
用

水
が
建
設
中
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

当
時
の
市
の
水
道
は
、地
下
水
を
水
源
と
し

て
供
給
し
て
い
た
た
め
、既
成
市
街
地
で
年
々

増
加
し
続
け
る
水
需
要
に
応
え
て
い
く
に
は

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
生
じ
る
新
た

な
水
需
要
に
対
す
る
水
源
を
独
自
で
確
保
す

る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。こ
う
し
た
状
況
か

ら
、各
関
係
機
関
が
協
議
を
重
ね
、こ
の
地
区

を
縦
貫
す
る
愛
知
用
水
に
水
源
を
求
め
る
こ

と
と
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
43
年
３
月
に
日
本
住
宅
公
団
が
水
道

事
業
の
認
可
を
厚
生
省（
現･

厚
生
労
働
省
）か

ら
受
け
、こ
こ
に
市
の
水
道
と
は
別
に「
高
蔵

寺
水
道
事
業
」が
誕
生
し
、同
年
５
月
か
ら

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
部
に
給
水
を
開
始
し
ま

し
た
。こ
こ
で
は
、愛
知
用
水
幹
線
水
路
か
ら

取
水
し
た
水
を
愛
知
県
が
整
備
し
た
高
蔵
寺

浄
水
場
で
浄
水
し
、そ
れ
を
高
蔵
寺
水
道
事
業

が
住
民
に
給
水
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昭
和
49
年
に
は
、市
の
水
道
も
木

曽
川
総
合
用
水
事
業
の
岩
屋
ダ
ム
に
よ
る
尾

張
水
道
用
水
か
ら
の
供
給
を
始
め
ま
し
た
。し

か
し
、昭
和
53
年
ご
ろ
か
ら
、市
水
道
事
業
給

水
地
域
と
高
蔵
寺
水
道
事
業
給
水
地
域
の
水

道
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
を
求
め
る
多
方
面
か

ら
の
要
請
が
あ
り
、関
係
各
機
関
に
お
い
て
も

こ
の
声
を
重
視
し
、幾
度
と
な
く
協
議
を
重
ね

る
と
と
も
に
、住
民
の
な
か
に
お
い
て
も
統
合

へ
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
さ
な
か
、平
成
６
年
に
渇
水
が
起

こ
り
、尾
張
水
道
用
水
か
ら
供
給
さ
れ
る
地
区

は
節
水
、一
方
、愛
知
用
水
か
ら
供
給
さ
れ
る

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
時
間
給
水
と

い
う
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
不
均
衡
が
生

じ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
機
に
、さ
ら
に
住
民

か
ら
両
事
業
の
統
合
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、

統
合
へ
の
機
運
が
一
気
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、平
成
12
年
４
月
１

日
を
も
っ
て
、「
高
蔵
寺
水
道
事
業
」を「
春
日

井
市
水
道
事
業
」に
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
、

１
つ
の
行
政
区
域
に
２
つ
の
水
道
事
業
が
並

存
す
る
と
い
う
特
殊
な
状
況
が
解
消
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、平
成
14
年
12
月
、庄
名
町
に
ポ
ン
プ

場
を
建
設
し
、尾
張
水
道
用
水
か
ら
供
給
さ
れ

て
い
る
地
区
と
こ
の
地
区
を
送
水
連
絡
管
で

結
び
、渇
水
等
の
非
常
時
に
お
い
て
も
安
定
し

た
給
水
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

（
出
典
：
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
20
年
の
記
録　

日
本
住
宅
公
団
中
部
支
社
発
行
）

高蔵寺ニュータウンの水道

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章

29



拡張事業の変遷

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

平成元年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

創
設
事
業

第
１
期

拡
張
事
業 第

２
期

拡
張
事
業 第

３
期

拡
張
事
業

第
４
期

拡
張
事
業

第
５
期
拡
張
事
業

第
６
期
拡
張
事
業

第
７
期
拡
張
事
業

井戸水が生活用水

地下水を水源として、一部地域の
400世帯に給水スタート

市内のほぼ全域に給水開始

給水能力の拡大

老朽施設の更新
主要施設の耐震化
緊急給水施設の確保

徐
々
に
給
水
区
域
を
拡
大

徐
々
に
県
水
受
水
量
を
拡
大

愛知県営尾張水道用水から
受水開始

高蔵寺水道事業の統合
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